
  

2026年度（総合型選抜）AO選抜入学試験  

情報理工学部「ISSE方式」 
 

 
１．実施状況 

⑴ 志願者数、合格者数等 

学科  志願者数  最終合格者数 

情報理工学科（ISSEコース） 22 13 
 

⑵ 本入学試験の目的 
本入学試験では、本学部のアドミッション・ポリシーをよく理解し、主体的に学業に取り

組む能力と意欲を持った学生の獲得を目的としました。 
 

２．試験内容 

Application Essaysを含む出願書類をもとに実施する書類選考および英語による個人面接

（約15 分）を行いました。エッセイのテーマは以下のとおりです。 
Essay1 (within 300 words) 

Describe reason(s) you would like to enter the Information Systems Science and Engineering Course at 
Ritsumeikan University. 

Essay2 (within 300 words) 
Write about school or learning experiences that you are proud of, and how they influenced your desire to 

study at university. 

Essay3 (within 600 words) 
What is an IT/ICT technology or computer science method you would definitely like to study if accepted 

to ISSE?  
What would this technology or method be used for? 

 
３．出題の意図と評価のポイント 

（１）書類審査 
提出された書類を元に、科学技術や情報通信技術への理解・関心の度合いや、志望動機、

論理的思考能力や英語の能力などについて評価しました。 
 
（２）面接 

主に、英語能力や論理的思考力などを確認するために、情報理工学部Information Systems 
Science and Engineering Course（ISSEコース）への入学を希望する理由や、入学後に学び

たい分野・テーマ、高校時代に取り組んだ活動内容、卒業後の将来設計などについて尋ねま

した。 
 

４．解答状況  

（１）書類審査 
今年度入試の合格者はいずれも非常に目的意識が高く、科学技術や情報通信技術へ高い関

心があることが確認できました。また、自分の考えを論理的に記述する能力やそれを英語で

表現する力を十分に備えていることが確認できました。 
 
（２）面接 

合格者はおおむね、英会話が堪能で英語による面接に対しても不安などを感じる様子は見

受けられませんでした。また合格者はいずれも、将来に対するしっかりしたビジョンをもっ

ており、情報理工学部で学ぶことや留学生と混ざって英語で学ぶことに対しても期待を抱い

ていました。 
 



  

５．次年度の受験生へのアドバイス 

（１）全体を通じて 
１）ISSEコースで学ぶためには、「数学の基礎知識」と「高い英語能力」の両方が必要とな

ります。したがって、入学するまでに以下に示す学力・能力を身に付けられるよう、

日々の学習に取り組んでください（入試の出願要件、合格条件ではありません）。 
①「数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ⅲ・数学A・数学B・数学C」で学ぶ数学の知識を習得してい

ること。 
②英語外部試験において以下のスコアを取得していること。 

・ 実用英語技能検定：準1級以上 
・ TOEFL iBT®テスト：4（1-6 scale）以上、72（0-120 scale）以上 
・ TOEIC® Listening and Reading テスト：730以上 
・ IELTS（Academic Module）：5.5以上 

⑤ Duolingo English Test：95以上 
※Information Systems Science and Engineering Course では、すべての授業が英語で

実施されます。 
２）本入試方式で合格し、入学する学生は、学生が自ら問題を発見し解決していく課題解決

型学習（Project-Based Learning）の中でリーダー的な存在になることが期待されてい

ます。日頃から様々な活動においてリーダーシップを発揮できるように自己研鑽に励ん

でください。 
 
（２）書類審査・面接 

１）書類審査と面接に共通することとして、情報通信技術に関わる学問分野に、幅広く、強

い関心・興味を持っていることが重要です。情報通信分野について日頃から興味を持

ち、新聞記事や海外のICT関連ニュースに触れ、ISSEコースで学ぶ目的意識を高め、将

来どのようなことに携わりたいのか、そのためにどのようなことを学びたいのか、とい

ったことについて自分なりにしっかり考えるようにしてください。 
２）書類審査では、しっかりとした論理的な文章を英語で書けることが求められます。与え

られた題目に対して、自分の考えをよく練り、指定された単語数の中でいかにわかりや

すくまとめるかが重要です。ISSEコースの学びは、前述の通りすべて英語になるため、

様々な科目において英語の文章能力が要求されます。英語で論理的な文章を書く能力が

非常に重要です。日頃から、ICT関連の記事やニュースについて、自分の意見を、ポイン

トを押えて英語の文章としてまとめる練習を繰り返すといいでしょう。 
３）これまでの面接では多くの受験生は英語能力がおおむね高く、しっかりと受け答えがで

きていました。面接官が言っていることを理解し、その場で自分の考えをまとめて答え

るという、基本的な対話能力が面接では必要とされます。これは大学における学びにも

通じるものであり、非常に重要な能力です。予め想定した質問に対して答えるといった

面接対策の練習をするのではなく、様々な状況において常に自分の考えをまとめ、それ

を英語で表現する能力を高めるようにしてください。 
 
 

以上 


